
表表－－３３ 液液状状化化判判定定手手法法一一覧覧表表

指指針針・・基基準準名名
液液状状化化判判定定のの対対

象象ととすすべべきき土土層層
液液状状化化のの判判定定方方法法 液液 状状 化化 強強 度度 のの 求求 めめ 方方 地地 震震 外外 力力 のの 求求 めめ 方方 液液 状状 化化 のの 予予 測測 ・・ 判判 定定

港港湾湾のの施施設設のの技技術術上上

のの基基準準・・同同解解説説

(社社))日日本本港港湾湾協協会会

22001188..55

液状化判定対象と

すべき土層につい

ては示されていな

い。 

【【参参考考】】

以前の港湾基準

（平成11年4月）に

は、液状化判定を

行うべき土層として

以下の条件が示さ

れている。 

①①ゆるく詰まった

 飽和砂質土 

②深度20ｍ※※まで 

（海面下では海底 

 面から） 

※※20m以深でも、そ

の層で液状化が発

生した場合に構造

物に重大な損傷が

生じると判断される

場合や、明らかに

上部20m以浅の土

層と連続する層で

あると判断される

場合には、これら

の層も含めて液状

化の予測・判定を

行う。 

原則として次の２ステ 

ップで判定を行う。 

粒度によって液状化

する可能性のある土層

を含む地盤かどうかの

判定を行う。可能性がな

ければこのステップで

終了。 

各土層の等価Ｎ値と

等価加速度により判定

を行う。 

◆◆判定方法は基本的に

はＦＬ法と同じものであ

る。 

◆◆等価加速度は地震応

答解析によって求める

ことを原則とする。 

◆◆ステップ２でも液状 

化の判断ができない場

合には液状化試験を実

施して判定を行う。 

 図－１に示す粒径範囲に入るか否かによって液状化の判定を行う。当ては

める図は均等係数3.5を境として２種類ある｡ この図で「液状化の可能性あり」

の範囲に入れば、液状化の可能性のある土層と判断し、スステテッッププ２２へ進む。 

繰返し三軸試験による予測・判定法を用いるなどの適切な対応が必要。 

透水係数が3cm/s以上であることを確認した場合には液状化しないと判定

することができる。 

①① 等等価価ＮＮ値値((ＮＮ)) 6655のの算算定定

ここに、 

 Ｎ：土層のＮ値 

 σ'ｖ：土層の有効上載圧（kN/m2） 

 地震応答解析より求めた最大せん断応力τ

maxを用いて、次式により各土層について等

価加速度αeqを算定する 

          τmax
＝0.7・     ・  ・－ 

σ'Ｖ
ここに、 

 αeq：等価加速度（Gal） 

 τmax：最大せん断応力（kN/㎡） 

 σ'v：有効上載圧（地震時の地盤高に基づいて計

算）（kN/㎡） 

   g：重力加速度（=980Gal） 

  cα：波補正係数 =5-d1・nefd1

    d1=0.2-0.7Dr （Dr≧0.2/0.7） 

     =0 （Dr<0.2/0.7） 

    Dr=0.16√170N/(70+σ’v) 

 Nef：有効波数、最大せん断応力の6割以上

の波頭の数の半数

等価Ｎ値と等価加速度から図－３に示すチャートで液状化のランクを決定

する。                                       

図－３で判定した液状化ランクに基づいて表－２のように対象土層の液状

化の予測・判定を行う。 
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図図－－２２ 細細粒粒分分にに応応じじたた等等価価ＮＮ値値のの補補正正係係数数

②② 細細粒粒分分をを多多くく含含むむ場場合合ののＮＮ値値のの補補正正

細粒分を5%以上含むものについては、以下のように等価Ｎ値の補正を行う。  

①で求められた等価Ｎ値を図－２の補正係数で除した値を等価Ｎ値とする。 

細粒分補正Ｎ値(=(N)65/0.5）及び塑性指数 

Ipによる補正｛N+ΔN｝により図－３を用いて 

液状化ランクを判定し、表－１に示す両者 

の組み合わせから最終的な液状化判定を 

行う。なお、塑性指数によるＮ値増分ΔNは 

次式の通りである。 

ΔＮ=8＋0.4×(Ｉp－10） 

土層から得られたＮ値そのものに塑性指数IpによるＮ値増分ΔＮを加算したもの

を等価Ｎ値とする。 
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図図－－３３ 液液状状化化ラランンククのの判判定定図図

表表－－２２ 粒粒度度ととＮＮ値値にによよるる液液状状化化のの予予測測・・判判定定

図－３に
示す範囲

粒度とＮ値による液状化の予
測

粒度とＮ値による液状化の判定

Ⅰ 液状化する 液状化すると判定する

Ⅱ 液状化する可能性が大きい
液状化すると判定するか、繰返し
三軸試験により判定する。

Ⅲ 液状化しない可能性が大きい

液状化しないと判定するか、繰返
し三軸試験により判定する。
施設に特に安全を見込む場合に
は、液状化すると判定するか、繰
返し三軸試験により判定する。

Ⅳ 液状化しない 液状化しないと判定する。

((cc)) IIpp≧≧2200 かかつつFFCC≧≧1155％％のの場場合合

((aa)) IIpp＜＜1100 ままたたはは IIppがが得得らられれてていいなないい場場合合、、ああるるいいははFFCC＜＜1155％％場場合合

((bb)) 1100≦≦IIpp＜＜2200 かかつつFFCC≧≧1155％％のの場場合合
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表表－－１１ 細細粒粒分分含含有有率率とと塑塑性性
指指数数にによよるる液液状状化化ラランンクク
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図図－－１１ 液液状状化化のの可可能能性性ののああるる範範囲囲
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